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イ ドネシ の地震

震災後の被害

インドネシアの地震

2012年 26 回 リヒタースケール 5以上 最大 8.5 どのようにリスクを減らすか？

意識を高めるか 市民と関係者の教育



震災による建築物の損壊の要因

政府

計画 設計 建設 管理 維持

建設段階の建築の
関係者

政府

民間 企業市民・NGO

不適切な土地利用 基準の実施 低い建設技術 不適切な使用 維持管理の不足

人間居住研究所の役割
普及の戦略

仕事をしながら学び、学びながら仕事をする

・ 生産技術の研究開発と政策の原案
基準 マニ アルなどの作成・ 基準、マニュアルなどの作成

・ 基準やマニュアルの普及
・ 技術の指導



対象とするグループ 戦略のプロセス

・ 中央と地方政府の職員
・ 大学を含むコンサルタント
・ 建設業者
・ あらゆる段階の学生 ・ 意識の向上方策・ あらゆる段階の学生
・ NGO
・ 一般の人々

意識の向上方策
・ 関心の向上方策
・ 情報を探す動機付け
・ 判断の方法
・ 行動を起こす方法

意識の向上方策 意識の向上方策

メディア、印刷物、テレビなどを通じた社会化
・ 地震地帯の都市の関係者へのプレゼンテーション



関心の向上方策

関心の向上方策

・ より具体例を使った普及の改善 ・対象グループと一緒になって問題を理解し、解決を模索する。
地震地帯における社会化地震地帯における社会化

情報を探す動機付け 情報を探す動機付け

わからない

意識していない

安全

おそらく安全でない

おそらく安全

安全でない

自宅の耐震性を市民はどのように認識しているかの調査結果 住宅建設（構造と建設材料）の実態調査の結果



情報を探す動機付け 判断の方法

・ ボトムアップとトップダウン
・ より民主的に
・ インフォーマルな指導者の参画

行動を起こす方法
行動を起こす方法

・ 集中的なトレーニング

・ 指導の一貫性



行動を起こす方法
行動を起こす方法

・ 指導の一貫性
・ いっしょに適用し、集中的に技術指導する。

耐震住宅のモデル例
おわりに



どうも ありがとう ございます


